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彼はすでにハノイ貿易大学の講師でし
たが、貿易辞典作成のために日本に
留学していました。ある日ハオ氏に「何
か良い仕事はないでしょうか？」と話し
かけたところ、彼は「ぜひ日本語の先
生になり、ベトナムへ来てください。
待っていますから。」と。「そんな仕事が
あるのですか。どうすればいいですか？」

「国際交流基金（以下、基金）です」。
それから基金について調べ、数 の々

日本語教師養成講座（国立国語研究
所、基金など）に通いました。そして基
金の試験（現在の「海外派遣日本語
専門家公募試験」）を受け、スリラン
カ、スペイン、トルコへ赴任したので
すが、彼との約束を果たせないまま、
月日だけが過ぎていきました。念願が
叶ったのは2006年です。ベトナム日本
人材協力センター（VJCC、ハノイ貿
易大学キャンパス内に設置）へ赴任で
きたのです。運命のいたずらか、2007
年に彼がVJCC所長に就任しました。

「やっと約束が果たせる」と思ったのを
今でもよく覚えています。

日本語教師育成の大切さ
大学院時代の一人のベトナム人と

の出会いから35年、現役生活最後に
２度目の赴任地となったベトナムで、
今後の日本語教育を見据える教師育
成という、とても大切な業務につくこと
ができました。基金では毎年海外の日
本語教師を招聘し、教師研修をして

いますが、数は限られています。その
意味で現地での教師育成は大きな意
味を持ちます。2018年度新規プロジェ
クトである「日本語教師育成強化特別
事業」で「新規教師育成（以下、新
規）」と「現職教師向け」を担当するこ
とになりました。

教師育成をするにあたり、ハノイ、
ハイフォン、フエ、ダナン、ホーチミン
などの大学、日本語センターを訪問し
ました。現場の話を聞き、現状を踏ま
えた上で教師研修プログラムを練り、
実施しました。ベトナムの教師は日本
語レベルが高いと思いますが、教える
際の基礎的知識、教授法については
あまり学ぶ機会がありません。そのた

め自分が学んだ時のことを思い出しな
がら、指導していました。そこでより良
い教師を育てるために200時間の「新
規」がスタートしたのです。元 あ々る日
本語力に加え、教授法の力がつけば、
受講生の日本語力向上も期待できるだ
ろうと考えました（詳細は文末のURL*
を参照）。

この「新規」を４回実施しましたが、
受講生、担当講師、事務の方 の々意
見を参考に毎回修正しました。受講生
の８～９割は『みんなの日本語』で学習
し、教えていますので『みんなの日本
語』の分析、指導法を外すわけにはい
きません。

また受講生から「5カ月間すべて土日
が潰れるのは困る、終了時間も早くし
てほしい」など要望がでたので月に一
度は休みを設け、授業開始時間を早
め、昼休みも短くするなどの調整をし
ました。大切な教授法授業では、日本

次は皆さんの出番です
踏み出そう！ 
日本語教育の世界へ

大学院時代に出会ったベトナムからの国費留学生ハオ氏と運命の再会を祝しての食事会。
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語教育に関する基礎的知識、役に立
つサイトの情報、ICT活用などを組み
入れました。良質なサイト例として、基
金には「みんなの教材サイト」「みなと」

「いろどり」「まるごと＋（プラス）」、ス
リーエーネットワークには教材紹介、
音声資料のサイトなどがあります。今
でこそインターネットから多くの情報、
資料を手に入れることができますが、
その知識や情報をいかに授業に生か
すかが大切です。「自分で調べる力」

「役に立つサイトをチェックできる力」に
も時間を割きました。でも実際授業を
行ってみると、先生方は情報を持って
いないし、調べ方がわからないのです。
そこで必要と思われる情報とその内容
について説明を繰り返しました。どれも
とても好評でした。またベトナムで特に
強調したのは「ベトナムにおける日本語
教育の可能性の大きさ」、そして「自分
自身の研修、学び」です。

海外ではいかに多くの役に立つ情
報を提供してあげられるかが大切なポ

ベトナムでのいつものランチ、蟹肉がのったトマト麺「ブンジュウクア」

『みんなの日本語』の資料「もっと知りたい みんなの日本語」を持って「いいね！」

イントだと思います。さらに教師育成講
座の修了生へのフォローアップ、現職
教師向けの教授法セミナー、教師間
ネットワーク活用も大切になります。
メール、電話、Facebook等でつなが
ることはできますが、私は対面を重視
しました。

幸い海外7カ国に赴任することがで
き、日本語を通して知り合えた多くの
先生、日本語力のある学生、そして良
き友人に恵まれました。日本語教育に、
とりわけ海外で「日本語教師育成」に
関われて本当に幸せでした。

忘れられないエピソードを一つ紹介
します。スペイン赴任中、夕方散歩し
ていた時、前方から歩いてきたスペイ
ン人女性が突然立ち止まり「なんてハ

4 4 4 4

ンサムなの
4 4 4 4 4

！」と、一言。今でも強烈な
思い出です。私は決してハンサムでは
ありませんが、あのスペイン人女性に
は魅力的に見えたのでしょうか。今で
も思い出すと、ついほくそ笑んでしまう、
うれしいスペイン赴任中の一コマです。

雄谷 進 （おおや すすむ）

慶應義塾大学文学部教育
学科卒業。早稲田大学大
学院商学研究科修了。
愛知淑徳大学大学院現代
社会研究科博士後期課程
単位取得修了。
国際交流基金日本語国際
センター専任講師、ベトナ

ム日本人材協力センター（VJCC ハノイ）、国際交流基
金マニラ日本文化センター、国際交流基金ベトナム日
本文化交流センターにて日本語専門家を務め、長年海
外の教育現場で日本語教育に従事。

もう一度、夢のようなひとときを味わい
たいものです。

海外に活躍の場あり！
日本語教師は日本だけでなく海外に

も数多く必要です。若者だけでなく、
中高年の方々でも「海外で教えたい」
気持ちを持つ人に門戸は開かれていま
す。人生の窓口をより広く開け、ぜひ
海外で日本語を教えてみませんか。

皆さん一人ひとりに海外に活躍の場
があることを願っております。

*https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/
teach/tsushin/report/201908.html
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『ベトナムで「日本語教師育成特別強化事業」が
始まりました！－その成果と課題、展望もふくめ
て－』 雄谷 進

毎週行われる教授法の小
テストの様子。時に追試験
もあるため皆真剣そのもの

      












